
隠
岐
と
俳
人

　
　
　
　
　
　
朱
鳥
・
源
義
・
八
束

日
　
野
　
雅
　
之

　
野
見
山
朱
鳥

　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
、
四
十
四
歳
の
野
見
山
朱
鳥
は
第
一

隠
岐
丸
（
四
百
ト
ン
）
で
隠
岐
へ
船
路
を
取
っ
た
。
昭
和
四
十
年

八
月
か
ら
隠
岐
空
港
が
開
設
さ
れ
た
。

　
朱
鳥
主
宰
の
俳
誌
『
菜
穀
火
（
な
が
ら
び
）
』
の
昭
和
三
十
八

年
三
月
号
の
随
筆
「
隠
岐
紀
行
」
の
文
の
一
部
と
俳
句
を
紹
介
す

る
。
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
八
日
間
の
旅
日
記

で
あ
る
。

　
旅
は
時
雨
に
初
ま
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
流
人
船
航
き
し
銀
河
の
下
を
航
く

　
　
　
　
　
　
　
冬
波
を
か
ぶ
り
現
は
れ
怒
濤
隠
岐

　
　
　
　
　
　
　
か
　
ら
　
さ
　
で

　
　
　
　
　
　
　
神
等
去
出
の
夜
の
銀
河
の
海
を
来
し

　
大
会
（
隠
岐
島
俳
句
大
会
）
後
、
寿
（
こ
と
ぶ
き
）
と
い
う
料

亭
で
親
睦
会
が
ひ
ら
か
れ
た
時
に
、
隠
岐
随
一
の
民
謡
歌
手
で

あ
る
福
浦
く
に
子
の
「
し
げ
さ
節
」
「
ど
っ
さ
り
節
」
を
聞
い
た
。

私
の
側
に
座
っ
た
彼
女
は
中
背
の
ぼ
っ
て
り
肉
づ
い
た
若
い
女

で
あ
る
。

　
　
　
忘
れ
し
ゃ
ん
す
な
　
西
郷
の
港

港
の
灯
影
が

主
さ
ん
恋
し
と
泣
い
て
い
る

　
　
　
し
げ
さ
節
き
き
て
し
ぐ
れ
の
隠
岐
に
泊
つ

　
　
　
古
面
裂
け
礎
石
濡
ら
す
は
時
雨
の
み

　
　
　
玉
若
酢
命
の
杉
に
時
雨
荒
れ

　
　
　
朱
房
結
う
駅
鈴
冬
の
響
き
も
つ

　
　
　
　
那
久

　
　
　
　
（
な
ぐ
・
旧
都
万
村
那
久
・
現
・
隠
岐
の
島
町
那
久
）

　
（
隠
岐
）
支
庁
の
自
動
車
で
馬
交
（
う
ま
か
わ
せ
）
峠
を
越
え

島
を
縦
断
し
て
都
万
（
つ
ま
・
旧
都
万
村
）
に
出
て
、
那
久
の
斎

藤
一
菜
の
家
を
訪
ね
た
。
皆
吉
爽
雨
（
み
な
よ
し
そ
う
う
）
の
雪

解
（
ゆ
き
げ
）
の
古
い
俳
人
で
、
空
稲
架
の
立
つ
小
川
を
前
に
し

て
、
元
禄
か
ら
遠
か
ら
ぬ
頃
、
建
っ
た
と
い
う
民
家
に
住
ん
で
い

た
。
那
久
の
家
は
皆
屋
号
が
あ
っ
て
こ
の
家
は
京
屋
と
い
う
の

で
あ
る
。

　
炉
が
焚
か
れ
た
。
櫟
、
朱
榊
、
瑞
樫
、
椿
な
ど
の
滑
が
十
文
字

に
置
か
れ
て
火
は
燃
え
て
い
た
。
滑
は
春
伐
っ
て
冬
焚
く
が
、
燃
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え
や
す
い
椿
や
樺
は
生
楕
で
あ
る
。
古
い
民
家
の
中
は
薄
暗
い

が
そ
の
た
め
に
炉
火
は
美
し
か
っ
た
。

　
夜
、
斎
藤
葉
山
（
よ
う
ざ
ん
）
の
家
で
句
会
が
あ
り
、
私
達
は

老
夫
婦
二
人
き
り
の
大
き
な
家
に
泊
ま
っ
た
。
屋
号
は
広
沢
と

い
う
。
（
筆
者
注
・
こ
の
家
の
養
子
さ
ん
は
奥
さ
ん
の
弟
で
、
元

松
江
市
長
、
斎
藤
強
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
し
ぐ
れ
て
は
天
の
漏
れ
目
に
隠
岐
拈
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
そ

　
　
　
　
　
　
炉
火
た
の
し
焚
く
は
柞
楕
つ
ば
き
楕

　
　
　
　
　
　
火
雫
を
こ
ぼ
し
て
楕
の
よ
く
燃
ゆ
る

　
　
　
　
（
筆
者
注
・
左
の
句
は
角
川
の
合
本
俳
句
歳
時
記
に

載
っ
た
句
で
あ
る
。
斎
藤
一
菜
は
「
う
ち
の
雪
隠
が
歳
時
記
に

載
っ
た
か
。
」
と
ご
機
嫌
で
あ
っ
た
。
）

　
　
　
　
　
　
　
炉
を
焚
い
て
島
の
厨
は
真
の
闇

　
　
　
　
　
　
　
炉
話
に
燃
え
次
々
に
流
人
現
れ

　
　
　
　
　
　
　
流
人
史
に
な
ほ
濃
き
冬
の
天
の
川

　
　
　
　
壇
鏡
の
滝

　
那
久
の
集
卵
の
自
動
車
に
便
乗
し
て
、
一
菜
、
葉
山
、
春
蘭
の

案
内
で
時
雨
の
中
を
壇
鏡
神
社
に
行
く
。
排
仏
騒
動
に
遇
っ
た

光
山
寺
跡
を
見
て
、
柱
石
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
流
人
安
兵
衛

の
墓
石
を
探
す
が
見
当
た
ら
な
い
。
途
中
は
海
を
隔
つ
こ
と
遠

く
な
い
島
内
な
の
に
深
山
幽
谷
の
趣
き
が
あ
る
。
真
っ
赤
な
山

こ
ん
に
ゃ
く
の
実
が
珍
し
い
。

　
壇
鏡
神
社
は
巨
杉
立
ち
並
ん
で
樹
齢
百
年
を
越
ゆ
る
も
の
ば

か
り
で
、
落
ち
葉
敷
く
参
道
が
川
沿
い
に
つ
づ
き
、
社
の
右
に
杉

と
桂
の
大
樹
の
間
に
う
す
う
す
と
高
き
よ
り
一
す
じ
に
落
つ
る

滝
が
現
れ
、
高
さ
十
七
丈
、
那
智
の
滝
を
思
わ
せ
て
ま
こ
と
神
の

滝
の
感
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
あ
ら
高
き
滝
ひ
と
す
じ
に
し
ぐ
れ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
滝
裏
に
枯
木
ぞ
立
て
る
観
世
音

　
　
　
　
　
　
裏
見
し
て
滝
は
吹
雪
の
ご
と
く
落
つ

　
　
　
　
　
　
流
人
躬
都
良
尋
ね
尋
ね
て
冬
の
山

隠
岐
紀
行
そ
の
二
・
『
薬
殺
火
』
昭
和
三
十
八
年
五
月
号

　
　
　
　
後
鳥
羽
後
醍
醐

　
　
　
　
　
　
御
火
葬
塚
森
は
暗
く
て
隠
岐
は
雪

　
　
　
　
　
　
初
雪
は
隠
岐
に
残
れ
る
悲
歌
に
降
る

　
　
　
　
　
　
悲
歌
の
声
津
々
浦
々
を
泣
き
枯
ら
す

　
　
　
　
　
　
炭
火
濃
し
海
士
村
上
の
蹴
鞠
見
る

　
　
　
　
　
　
島
に
伝
え
し
蹴
鞠
の
庭
に
雪
が
降
る

　
　
　
　
　
国
賀
断
崖

　
　
　
　
　
　
断
崖
に
の
り
あ
げ
て
い
る
大
枯
野
」

　
　
　
　
　
　
火
柱
の
ご
と
く
虹
立
つ
冬
の
海

　
　
　
　
　
　
島
枯
れ
て
銀
河
の
裾
の
怒
濤
音

　
解
説
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
当
時
の
隠
岐
丸
は
夜
航
海
で

あ
っ
た
。
安
来
港
を
出
て
、
境
港
を
経
由
し
て
、
浦
郷
港
沖
に
着

く
の
が
午
前
四
時
、
艀
舟
に
乗
り
換
え
て
、
港
に
着
く
。
新
任
の

教
師
が
赴
任
の
時
、
港
が
近
く
な
る
と
提
灯
が
ひ
と
つ
、
校
長
が

出
迎
え
て
い
た
と
い
う
。
都
万
港
沖
を
経
由
し
て
西
郷
港
着
岸
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が
午
前
七
時
頃
で
あ
る
。
朱
鳥
が
着
い
た
そ
の
目
、
二
十
五
日
に

第
一
回
隠
岐
島
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
高
台
の
料
亭
「
寿
」

の
隣
に
、
こ
の
年
、
昭
和
三
十
七
年
に
竣
工
な
っ
た
隠
岐
文
化
セ

ン
タ
ー
が
会
場
で
あ
っ
た
。
主
催
し
た
の
は
三
十
二
歳
の
青
年

教
師
、
「
雪
解
」
同
人
の
増
本
春
蘭
で
あ
っ
た
。
二
十
七
名
の
出

席
で
あ
っ
た
。
二
十
六
目
に
は
都
万
村
那
久
を
訪
れ
、
斎
藤
葉
山

居
に
一
泊
、
二
十
七
日
に
は
ト
ラ
ッ
ク
で
壇
鏡
の
滝
行
き
で

あ
っ
た
。
松
本
た
か
し
没
後
、
「
俳
壇
の
貴
公
子
」
と
言
わ
れ
て

い
た
野
見
山
朱
鳥
は
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
巻
頭
を
し
ば
し
ば
得
て
、

第
一
句
集
「
曼
珠
沙
華
」
の
序
文
を
、
高
浜
虚
子
は
「
さ
き
に
茅

舎
を
失
い
今
は
朱
鳥
を
得
た
」
一
行
だ
け
の
文
字
で
埋
め
た
。
戦

後
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
。
隠
岐
旅
行
の
八
年
後
、

昭
和
四
十
五
年
二
月
、
五
十
二
歳
で
逝
去
し
た
。

　
第
二
回
隠
岐
島
俳
句
大
会
は
昭
和
四
十
年
六
月
十
目
、
阿
波

野
青
畝
を
迎
え
て
隠
岐
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
第
三

回
は
不
明
で
あ
る
が
、
第
四
回
は
角
川
源
義
を
迎
え
て
昭
和
四

十
五
年
六
月
、
同
じ
隠
岐
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
角
川
　
源
義

　
角
川
源
義
の
第
四
句
集
『
冬
の
虹
』
は
昭
和
四
十
七
年
十
一
月

十
五
日
、
東
京
美
術
刊
で
あ
っ
た
。
四
六
版
・
箱
入
り
、
二
〇
八

ぺ
ー
ジ
に
、
昭
和
四
十
三
年
冬
か
ら
四
十
七
年
春
ま
で
の
五
七

三
句
を
収
め
る
。
口
絵
写
真
一
葉
・
在
り
し
日
の
角
川
眞
理
。
定

価
一
五
〇
〇
円
。
昭
和
四
十
五
年
五
月
二
十
一
日
、
十
八
歳
で
世

を
去
っ
た
令
嬢
眞
理
さ
ん
へ
の
鎮
魂
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

句
集
の
始
め
に
は
「
亡
き
眞
理
の
た
め
に
」
と
前
書
き
が
あ
る
。

　
令
嬢
眞
理
さ
ん
に
関
し
た
句
を
三
句
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
節
分
の
鬼
面
福
面
眞
理
出
で
よ

　
　
　
　
　
　
　
聖
五
月
い
く
た
び
家
に
よ
ぶ
こ
と
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
冬
う
ぐ
い
す
業
深
き
に
や
眞
理
消
え
ず

　
角
川
源
義
は
昭
和
四
十
五
年
六
月
、
自
殺
し
た
眞
理
さ
ん
を

失
っ
て
の
傷
心
の
旅
に
出
る
。
富
山
生
ま
れ
の
源
義
は
、
隣
県
、

福
井
県
丸
岡
町
出
身
の
俳
人
、
皆
吉
爽
雨
（
み
な
よ
し
そ
う
う
）

を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
俳
人
協
会
の
副
会
長
と
い
う
役
職
も

あ
っ
た
が
、
源
義
の
後
押
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
爽
雨
は

虚
子
か
ら
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
編
集
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
俳
句
誌

を
刊
行
す
る
気
持
ち
が
あ
っ
て
辞
退
、
昭
和
二
十
一
年
、
「
雪
解

（
ゆ
き
げ
）
」
を
創
刊
し
た
。
「
客
観
写
生
を
基
本
に
、
花
鳥
諷
詠

の
自
然
と
人
生
を
凝
視
す
る
」
と
い
う
俳
風
で
師
系
は
高
浜
虚

子
。
地
味
な
俳
人
で
あ
っ
た
爽
雨
を
マ
ス
コ
、
、
、
に
出
し
た
の
が

源
義
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
、
そ
の
年
最
も
活
躍

し
た
俳
人
に
贈
る
第
一
回
蛇
笏
賞
を
爽
雨
に
授
賞
し
た
。

　
傷
心
の
旅
を
勧
め
た
の
は
皆
吉
爽
雨
、
隠
岐
に
は
雪
解
山
脈

の
一
つ
が
あ
り
、
十
数
名
の
同
人
が
い
た
。
長
老
、
斉
藤
一
菜

（
い
っ
さ
い
）
を
代
表
と
し
て
、
幹
事
、
増
本
春
蘭
の
隠
岐
雪
解

俳
句
会
が
源
義
を
歓
待
し
た
の
で
あ
る
。

　
解
説
を
加
え
な
が
ら
、
源
義
の
隠
岐
の
俳
句
を
紹
介
す
る
。
羽

田
－
伊
丹
－
隠
岐
と
空
路
の
隠
岐
行
き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

島
後
（
ど
う
ご
一
か
つ
て
は
道
後
－
山
陰
道
の
前
が
道
前

1
そ
の
う
し
ろ
が
道
後
な
の
で
あ
る
。
南
海
道
の
四
国
の
道
後
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と
同
じ
で
あ
る
。
隠
岐
の
地
名
は
松
江
藩
の
役
人
の
書
き
誤
り

が
多
く
、
地
名
の
研
究
は
困
難
を
要
す
る
。
）
の
西
郷
港
か
ら
島

前
に
渡
っ
た
。
同
行
は
、
源
義
主
宰
の
俳
誌
『
河
』
編
集
長
の
草

村
素
子
で
あ
っ
た
。
出
雲
か
ら
『
河
』
同
人
の
桑
原
視
草
、
後
長

耕
浦
も
同
行
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
　
岐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
ご

　
　
　
　
　
「
次
に
隠
岐
の
三
子
の
島
を
生
み
た
ま
ひ
き
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
あ
め
　

お
し
こ
ろ
わ
け

　
　
　
　
の
名
を
天
の
忍
許
品
別
。
次
に
筑
紫
の
島
を
生
み
た

　
　
　
　
ま
ひ
き
。
こ
の
島
も
身
一
つ
に
し
て
面
四
つ
あ
り
…
」

　
　
　
　
　
『
古
事
記
』
国
生
み
の
段

　
　
　
　
　
　
　
梅
雨
雲
や
影
絵
の
ご
と
く
三
つ
子
島

　
　
　
　
　
　
　
麦
藁
帽
た
だ
よ
ふ
海
の
紺
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
郷
港

　
　
　
　
　
　
　
島
へ
の
荷
放
り
出
さ
る
と
白
き
蝶

　
　
　
　
　
　
　
島
の
娘
の
は
ら
は
ら
と
来
て
梅
雨
荷
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
ノ
島
別
府

　
焼
火
山
は
、
海
上
交
通
安
全
の
神
を
祀
っ
て
あ
る
焼
火
神
社

が
あ
る
。
北
前
船
航
路
の
要
衝
で
あ
り
、
北
前
船
は
こ
こ
を
通
過

す
る
時
、
焼
火
山
を
前
に
し
て
松
明
を
灯
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行

な
っ
た
。
北
斎
、
広
重
共
に
、
焼
火
山
沖
の
北
前
船
を
描
い
て
い

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
ひ

　
　
　
　
　
　
　
黒
南
風
や
焼
火
の
山
は
眉
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
篁
に
夕
け
む
り
た
ち
梅
雨
け
し
や

　
流
人
仕
分
け
の
浜
は
島
前
に
お
い
て
は
別
府
で
あ
っ
た
。
浦

郷
、
知
夫
、
海
士
へ
と
送
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
お
ん
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
げ

　
　
　
　
　
　
遠
流
び
と
仕
分
け
の
浜
の
海
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
松
山
に
後
醍
醐
天
皇
配
流
の
黒
木
御
所
吐
あ
り

　
　
　
　
　
　
鳶
の
輪
の
行
宮
を
辞
し
つ
つ
じ
燃
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
子
燕
や
と
ど
ろ
と
ど
ろ
と
船
戻
る

　
　
　
　
　
　
　
中
の
島
海
士
町
、
後
鳥
羽
院
火
葬
塚

　
　
　
　
　
　
　
う
つ
ぼ
咲
く
寺
井
く
ら
し
や
海
士
の
村

　
　
　
　
　
　
　
海
士
町
名
馬
寿
号
の
墓
。
露
将
ス
テ
ッ
セ
ル
乃

　
　
　
　
　
　
　
木
大
将
に
贈
り
し
馬
な
り

　
　
　
　
　
　
　
夏
よ
も
ぎ
将
軍
の
馬
隠
岐
に
死
す

　
　
　
　
　
　
　
後
鳥
羽
院
崎
港
に
上
陸
後
、
三
保
神
社
に
一
夜

　
　
　
　
　
　
　
や
ど
る

　
　
　
　
　
　
荒
神
の
蛇
縄
暑
し
や
岬
の
松

　
　
　
　
　
　
　
蚊
の
声
や
遠
流
の
一
夜
岬
神
と

　
　
　
　
　
　
　
火
葬
塚
眼
に
ま
ざ
ま
ざ
と
夜
の
蛙

　
　
　
　
　
　
　
西
郷
町
玉
若
酢
命
神
社
。
神
主
億
岐
氏
は
古
代

　
　
　
　
　
　
　
の
隠
岐
国
造
の
喬

　
宝
物
殿
に
あ
る
駅
鈴
は
、
国
司
が
都
へ
行
く
時
に
人
馬
を
徴

用
で
き
る
も
の
で
、
な
ぜ
か
国
内
の
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の

神
社
の
駅
鈴
の
み
で
国
宝
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
お
や

　
　
　
　
　
　
　
駅
鈴
ふ
れ
ば
島
祖
の
こ
ゑ
薄
暑
来
る

　
　
　
　
　
　
　
い
は
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
磐
座
に
玉
水
わ
か
せ
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ほ
　
び
　
く
　
に

　
　
　
　
　
　
　
た
か
ん
な
や
隠
岐
に
渡
来
の
八
百
比
丘
尼

　
　
　
　
　
　
青
梅
や
島
と
い
へ
ど
も
国
分
寺

　
　
　
　
　
　
　
椎
若
葉
寺
銭
と
な
る
牛
相
撲

　
島
後
西
海
岸
に
あ
る
の
が
那
久
崎
、
旧
都
万
村
那
久
地
区
に
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あ
る
。
沖
の
左
側
は
島
前
の
島
々
が
浮
か
び
美
し
い
風
景
で
あ

り
、
右
側
は
水
平
線
、
は
る
か
彼
方
は
朝
鮮
半
島
で
あ
る
。
地
区

の
浜
那
久
は
八
十
軒
、
上
那
久
は
百
軒
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
四
十
軒
、
四
十
軒
、
計
八
十
軒
の
集
落
で
あ
る
。
隠
岐
雪
解

俳
句
会
の
長
老
、
斎
藤
一
菜
は
こ
こ
に
住
み
、
俳
句
仲
間
も
こ
こ

に
住
む
か
、
こ
こ
の
出
身
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
万
村
那
久
の
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
雲
丹
割
く
や
磯
の
流
木
ま
な
板
に

　
　
　
　
　
　
　
島
見
す
る
鷹
巌
頭
に
飽
焼
く

　
壇
鏡
神
社
は
都
万
村
那
久
の
氏
神
、
地
区
か
ら
三
キ
。
の
奥
山

に
鎮
座
し
て
い
る
。
左
に
女
滝
、
右
に
男
滝
、
高
さ
四
十
㌶
の
飛

瀑
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壇
鏡
神
社

　
　
　
　
　
　
　
花
桐
の
道
幾
ま
が
り
神
の
滝

　
　
　
　
　
　
　
岩
ぶ
す
ま
滴
る
ご
と
き
滝
に
逢
ふ

　
　
　
　
　
　
　
弥
陀
ま
つ
る
滝
の
裏
見
に
俳
の
使
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
ひ

　
　
　
　
　
　
　
た
ん
ぽ
ぽ
の
穂
紫
放
つ
よ
隠
岐
幾
日

　
　
　
　
　
　
　
野
茨
や
隠
岐
の
神
々
訪
ね
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
後
海
岸

　
　
　
　
　
　
　
山
帰
来
神
生
れ
し
海
け
ぶ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
松
の
芯
白
き
礁
に
神
上
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
休
問
答
の
伝
説
の
浄
土
ヶ
浦

　
　
　
　
　
　
　
松
風
の
青
浄
土
か
な
海
芋
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
青
梅
雨
の
テ
ー
プ
五
彩
に
島
の
情

　
　
　
　
　
　
　
石
見
路
は
人
麿
ば
か
り
梅
雨
茫
々

　
隠
岐
の
傷
心
の
旅
は
、
源
義
、
五
十
三
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
昭

和
五
十
年
十
月
二
十
七
日
、
肝
臓
ガ
ン
の
た
め
逝
去
。
五
十
八
歳

で
あ
っ
た
。

　
平
成
七
年
、
角
川
書
店
の
『
短
歌
』
八
月
号
の
巻
頭
写
真
は
隠

岐
西
ノ
島
の
「
シ
ャ
ー
ラ
船
」
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
十
人
く

ら
い
も
乗
れ
る
竹
と
ワ
ラ
で
出
来
た
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。
そ

の
写
真
の
左
に
源
義
の
長
女
、
辺
見
じ
ゅ
ん
の
短
歌
が
一
首
、

載
っ
て
い
た
。

　
隠
岐
の
島
精
霊
船
に
ま
み
こ
ら
す
父
の
う
た
へ
る
神
々
さ
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
み
一
ひ
と
み

　
句
集
『
冬
の
虹
』
の
あ
と
が
き
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
悲
劇
は
突
然
前
触
れ
も
な
く
お
と
ず
れ
る
。
末
子
眞
理

　
　
を
亡
く
し
、
鎮
魂
の
句
業
が
い
く
ば
く
か
生
じ
た
。
眞
理
は

　
　
遅
れ
て
こ
の
世
に
生
を
得
た
の
で
、
大
学
を
卒
へ
嫁
ぐ
目

　
　
ま
で
は
生
き
な
が
ら
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、
ひ
そ
か
に
人
生

　
　
の
設
計
を
た
て
て
い
た
…
…
し
か
し
、
眞
理
の
死
に
よ
つ

　
　
て
、
私
は
終
着
駅
を
失
ひ
、
乗
換
駅
で
ま
ご
ま
ご
し
、
別
の

　
　
目
的
地
さ
が
し
を
始
め
て
い
る
。
眞
理
を
野
辺
に
送
っ
た

　
　
日
か
ら
気
力
を
失
ひ
、
何
事
に
も
手
の
つ
か
ぬ
日
々
を
す

　
　
ご
し
た
。
年
齢
に
似
合
は
ぬ
晩
年
の
意
識
が
生
じ
た
。

　
源
義
主
宰
、
編
集
長
、
草
村
素
子
の
俳
誌
『
河
』
の
昭
和
四
十

六
年
五
月
号
に
草
村
素
子
の
絶
品
の
随
筆
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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草
村
素
子
（
も
と
こ
）

　
大
正
八
年
十
二
月
一
日
生
ま
れ
。
舞
鶴
高
女
在
学
中
に
短
歌

誌
『
あ
す
な
ろ
』
に
加
わ
る
。
昭
和
十
七
年
結
婚
し
上
京
、
五
島

美
代
子
に
短
歌
を
学
ぶ
。
昭
和
二
十
五
年
、
角
川
書
店
に
入
り
、

角
川
源
義
に
俳
句
を
学
ぶ
。
昭
和
三
十
三
年
、
源
義
主
宰
の
俳
誌

『
河
』
創
刊
時
に
編
集
長
と
な
り
、
そ
の
発
展
に
尽
く
し
た
。
昭

和
四
十
九
年
八
月
三
日
逝
去
。
五
十
四
歳
。
京
都
出
身
。
本
名
は

幸
枝
。
句
集
に
『
家
族
』
な
ど
。

磯
の
宴

草
村
素
子

　
船
が
道
後
の
西
郷
港
へ
着
く
と
、
土
地
の
数
人
の
俳
人

が
出
迎
え
て
い
て
下
さ
っ
た
。

　
島
根
の
後
長
耕
浦
さ
ん
が
、
一
度
主
宰
を
隠
岐
へ
案
内

し
た
い
と
何
年
も
前
か
ら
計
画
し
て
い
ら
れ
た
。
そ
れ
が

や
っ
と
実
現
し
、
桑
原
視
草
さ
ん
と
私
が
お
伴
に
加
わ
っ

た
。
道
前
を
二
三
日
ゆ
っ
く
り
見
物
し
て
か
ら
、
そ
の
と
き
、

道
後
の
港
に
着
い
た
の
で
あ
っ
た
。
隠
岐
へ
来
て
知
っ
た

が
、
隠
岐
に
は
島
が
四
つ
あ
り
、
二
つ
ず
つ
道
前
、
道
後
と

わ
か
れ
て
い
る
。

　
迎
え
て
下
さ
っ
た
方
々
と
は
皆
初
対
面
で
あ
っ
た
。
予

定
が
つ
ま
っ
て
い
る
ら
し
く
早
速
車
で
国
分
寺
跡
へ
向
か

う
。
こ
こ
に
は
後
醍
醐
天
皇
の
行
在
所
跡
が
あ
り
、
島
に
た

だ
一
つ
残
る
牛
突
き
も
あ
る
。
行
在
所
跡
に
仔
つ
と
、
し
き

り
に
ほ
と
と
ぎ
す
が
な
い
て
い
た
。
島
は
排
仏
毀
釈
が
激

し
か
っ
た
所
と
い
う
。
樹
の
根
許
な
ど
に
石
仏
が
ご
ろ
ご

ろ
積
み
上
げ
る
よ
う
に
捨
て
て
あ
っ
て
、
異
様
な
感
に
打

た
れ
た
。

　
隠
岐
総
社
一
の
宮
へ
行
き
、
駅
鈴
と
い
う
も
の
を
見
た
。

そ
れ
か
ら
車
は
一
路
島
を
横
断
し
て
い
る
感
じ
で
あ
っ
た
。

一
行
四
人
は
ど
こ
へ
っ
れ
て
行
か
れ
る
の
か
、
す
っ
か
り

ま
か
せ
切
り
で
い
た
。

　
私
は
峠
の
茨
の
花
や
卯
の
花
、
松
の
芯
な
ど
を
た
の
し

ん
で
ば
か
り
い
た
。
島
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
田
植
の
光
景
も
見
ら
れ
、
麦
秋
の
け
し
き

も
あ
る
。
山
に
は
杉
が
と
う
と
う
と
茂
っ
て
い
る
煙
こ
の
島

は
昔
か
ら
林
業
が
さ
か
ん
だ
と
い
う
。
案
内
の
一
菜
さ
ん

と
い
う
俳
人
は
そ
の
美
林
を
誇
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
か

村
は
裕
福
に
見
え
た
。
ゆ
く
さ
き
ざ
き
に
た
わ
わ
の
卯
の

花
は
、
花
が
大
ぶ
り
で
、
雨
後
の
み
ど
り
の
中
に
浮
き
立
つ

よ
う
な
白
さ
だ
。
こ
ん
な
に
沢
山
の
勢
い
の
よ
い
卯
の
花

を
見
た
こ
と
は
な
い
。

　
車
は
磯
に
出
た
。
那
久
海
岸
と
い
う
。
小
さ
い
漁
村
を
抱

い
て
い
る
。
突
堤
に
一
嬰
の
船
が
着
い
て
い
て
夫
婦
で
網

を
手
繰
っ
て
い
た
。
仕
事
を
終
え
て
き
た
よ
う
だ
。
ふ
と
船

底
を
見
る
と
、
そ
の
目
の
漁
か
、
飛
魚
が
重
な
り
合
っ
て
、

梅
雨
晴
れ
の
日
ざ
し
に
光
っ
て
い
た
。
目
の
さ
め
る
よ
う

な
色
で
あ
る
。
私
は
大
声
で
皆
ん
な
を
呼
ん
だ
。
飛
魚
が
こ

ん
な
色
を
し
た
魚
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
い
さ
さ
か
船
と
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車
の
旅
に
疲
れ
を
お
ぼ
え
て
い
た
私
は
、
こ
の
紺
青
と
も

藍
と
も
何
と
も
形
容
し
が
た
い
生
き
生
き
し
た
色
に
蘇
っ

た
思
い
が
し
た
。

　
一
菜
さ
ん
が
漁
師
に
、
コ
寸
あ
そ
こ
ま
で
行
っ
て
く
れ

ん
か
」
と
向
こ
う
の
入
江
を
指
さ
す
と
、
漁
師
は
快
く
引
き

う
け
、
私
た
ち
を
乗
せ
て
く
れ
た
。
海
は
鏡
の
如
く
と
い
う

言
葉
通
り
、
平
ら
で
、
土
地
の
人
た
ち
も
こ
ん
な
静
か
な
海

は
年
の
内
数
え
る
ほ
ど
だ
と
い
う
。

　
目
ざ
す
灯
台
の
下
の
磯
に
煙
が
も
く
も
く
と
上
が
っ
て

い
た
。
又
々
私
は
歓
声
を
上
げ
た
。
そ
こ
で
、
昼
食
の
も
て

な
し
の
用
意
が
出
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
煮
炊
き
し
て
煙

が
出
る
と
い
う
こ
と
を
久
し
く
忘
れ
て
い
た
私
で
あ
っ
た
。

船
を
降
り
、
岩
を
飛
び
飛
び
炊
煙
の
方
へ
行
く
と
船
虫
が

は
ら
は
ら
と
散
る
。
水
は
す
き
透
っ
て
い
る
。
七
八
人
の
男

た
ち
が
学
生
の
キ
ャ
ン
プ
の
よ
う
に
立
ち
働
い
て
い
た
。

流
木
で
俎
板
を
作
り
、
一
層
大
き
い
流
木
で
食
卓
を
作
り
、

そ
の
卓
の
上
に
は
、
壷
焼
、
あ
わ
び
、
た
こ
、
い
か
、
う
に
、

飛
魚
、
そ
の
外
名
も
知
ら
な
い
貝
類
が
山
盛
り
に
料
理
さ

れ
て
あ
っ
た
。
ご
ざ
を
敷
き
、
席
は
す
っ
か
り
と
と
の
っ
て

い
る
。
彼
ら
は
朝
か
ら
支
度
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
私
も
一
緒
に
な
っ
て
炊
さ
ん
を
し
た
い
と
思
っ
た

が
、
手
を
出
す
す
き
が
な
い
。

　
真
上
に
灯
台
が
輝
き
、
莚
の
ま
わ
り
に
は
昼
顔
や
浜
え

ん
ど
う
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
磯
山
で
は
小
鳥
た
ち

が
さ
か
ん
に
さ
え
ず
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
こ
の
意
外
な

も
て
な
し
に
感
激
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
頃
を
見
は
か
ら
つ
て
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
村
ま
で

さ
っ
と
往
復
し
て
く
る
と
、
冷
え
切
っ
た
ビ
ー
ル
が
運
ば

れ
て
来
た
。
冷
え
切
っ
た
ビ
ー
ル
は
、
下
戸
の
私
に
も
又
々

感
激
で
あ
っ
た
。

　
食
べ
ろ
食
べ
ろ
と
さ
か
ん
に
す
す
め
ら
れ
る
。
次
ぎ
次

ぎ
と
生
づ
く
り
の
料
理
が
あ
る
上
、
あ
る
上
に
と
運
ば
れ

て
く
る
。
聞
い
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も
な
い
貝
を
焼
い
て

は
す
す
め
ら
れ
る
。
何
貝
と
か
い
う
貝
の
お
汁
も
み
ん
な

は
お
い
し
い
、
お
い
し
い
と
お
代
わ
り
を
し
た
。
汁
に
し
て

は
蛤
や
あ
さ
り
、
し
じ
み
は
と
て
も
及
ば
な
い
貝
だ
と
彼

ら
は
自
慢
し
た
。
汐
木
で
酒
を
ぬ
く
め
、
御
飯
を
炊
き
、
そ

の
火
の
傍
で
う
に
や
と
こ
ぶ
し
を
焼
い
て
く
れ
る
。
う
に

や
と
こ
ぶ
し
は
殻
に
こ
げ
つ
い
た
り
し
て
い
た
が
、
そ
れ

が
ま
た
青
空
の
も
と
で
一
層
の
野
趣
を
私
は
よ
ろ
こ
ん
だ
。

私
は
不
作
法
に
、
食
べ
た
殻
を
ほ
い
ほ
い
と
辺
り
の
渚
に

投
げ
た
。

　
は
じ
め
の
内
は
一
緒
に
と
誘
っ
て
も
近
づ
か
ず
、
少
し

離
れ
た
と
こ
ろ
で
岩
に
腰
か
け
て
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し

て
い
た
料
理
方
た
ち
も
、
酔
う
ほ
ど
に
だ
ん
だ
ん
こ
ち
ら

に
合
流
し
、
は
て
は
手
拍
子
で
し
げ
さ
節
な
ど
出
る
有
り

様
と
な
っ
た
。

　
海
水
で
磨
ぎ
、
、
真
水
で
炊
い
た
御
飯
は
、
ほ
の
か
に
塩

味
が
あ
っ
て
お
い
し
か
っ
た
。

　
遠
く
の
岩
の
上
で
鷹
や
鳶
が
、
珍
し
い
宴
を
何
事
ぞ
、
と
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見
下
ろ
し
て
い
た
。
す
き
あ
ら
ば
攫
お
う
と
ね
ら
っ
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。

　
き
け
ば
今
日
の
賄
さ
ん
た
ち
は
俳
人
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
。
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を
持
っ
た
運
び
や
さ
ん
は
山

林
持
ち
の
村
の
若
旦
那
、
料
理
方
は
宿
屋
の
主
人
、
貝
、
魚

を
集
め
た
の
は
本
も
の
の
漁
師
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
今
日
の
催

に
み
ず
か
ら
か
っ
て
出
た
の
だ
と
い
う
。
あ
の
人
た
ち
に

と
っ
て
俳
句
は
全
く
無
縁
で
あ
り
、
来
た
客
も
ど
こ
の
誰

と
も
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
の
だ
ろ
う
。
一
期
一

会
の
こ
こ
ろ
で
あ
る
。

　
卓
上
に
は
食
べ
切
れ
な
い
海
の
幸
が
山
盛
り
で
あ
る
。

私
は
先
ず
娘
に
食
べ
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
東

京
の
仲
間
た
ち
に
も
食
べ
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
。
滴
る
生

う
に
を
い
く
ら
で
も
す
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
一
生

に
一
度
し
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
汐
木
を
け
ぶ
ら
せ
け

ぶ
ら
せ
焼
い
て
く
れ
た
さ
ざ
え
を
、
ほ
じ
る
よ
う
に
と
竹

串
を
そ
の
場
で
削
っ
て
く
れ
た
髭
だ
ら
け
の
漁
師
は
、
酒

と
潮
で
あ
ら
あ
ら
し
く
灼
け
て
い
た
が
、
歌
を
唄
う
と
透

る
い
い
声
を
し
て
い
た
。

　
満
腹
の
後
は
磯
山
に
登
っ
た
り
、
岩
か
ら
岩
へ
渡
っ
て

珍
し
い
浜
の
草
花
を
摘
ん
だ
り
し
た
。

　
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
主
は
先
生
と
私
に
乗
れ
と
い
う
。

い
わ
れ
る
ま
ま
に
乗
る
と
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
出
し
た
。

飛
魚
が
彼
方
を
ボ
ー
ト
に
並
ん
で
翔
け
た
。
奇
岩
の
洞
を

く
ぐ
っ
た
り
し
て
湾
を
一
周
し
た
。
殆
ん
ど
口
を
き
か
な

か
っ
た
が
、
彼
の
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
の
だ
。

　
隠
岐
数
目
の
旅
を
終
え
、
帰
り
の
連
絡
船
の
中
で
、
案
内

役
の
後
長
さ
ん
は
、
何
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
か
、
と
聞
い

た
。
私
は
た
め
ら
わ
ず
、
「
磯
の
宴
」
と
答
え
た
。

　
勿
論
自
然
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
牧
畑
の
放
牧
、
国
賀
海

岸
の
奇
勝
、
奇
岩
、
後
鳥
羽
上
皇
十
九
年
の
行
在
所
跡
、
牛

突
き
、
さ
き
ざ
き
で
聞
い
た
ほ
と
と
ぎ
す
、
島
を
お
お
う
よ

う
に
咲
い
て
い
た
卯
の
花
、
み
ん
な
近
来
に
な
い
楽
し
い

旅
で
あ
っ
た
。
が
、
那
久
海
岸
の
饗
宴
は
終
生
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
と
な
ろ
う
。

　
帰
っ
て
何
日
か
し
て
、
島
の
女
の
俳
人
か
ら
、
「
是
非
又

冬
の
怒
濤
を
見
に
来
て
下
さ
い
。
隠
岐
は
冬
が
一
番
隠
岐

ら
し
い
の
で
す
。
」
と
い
う
便
り
を
も
ら
っ
た
。
私
は
あ
の

囀
り
や
蝶
や
、
浜
え
ん
ど
う
の
咲
い
て
い
た
灯
台
下
の
磯

に
打
ち
寄
せ
る
激
し
い
怒
濤
を
想
像
し
て
み
た
。
お
そ
ら

く
再
び
渡
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
島
を
、
攻
め
、
噛
む
怒

濤
は
、
私
の
頭
の
中
で
大
き
く
激
し
く
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
人
と
の
め
ぐ
り
逢
い
、
そ
し
て
人
情
、
そ
れ
ら
は
生
き
て

い
る
こ
と
の
楽
し
み
で
も
あ
る
。

　
草
村
素
子
の
名
文
で
あ
る
。
四
年
後
に
逝
去
、
そ
し
て
源
義
は

五
年
後
に
逝
去
し
て
い
る
。

　
島
後
、
島
前
の
地
名
を
本
来
の
道
後
、
道
前
と
表
現
し
て
い
る

の
は
、
道
中
に
話
題
と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
隠
岐
総

社
一
の
宮
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
話
題
と
な
っ
て
い
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た
こ
と
で
あ
ろ
う
一
の
宮
は
旧
五
箇
村
の
水
若
酢
（
み
ず
わ
か

す
）
神
社
で
、
旧
西
郷
町
下
西
の
総
社
が
社
家
の
億
岐
家
に
駅
鈴

の
あ
る
玉
若
酢
神
社
で
あ
る
。
水
若
酢
神
社
の
忌
部
正
孝
宮
司

に
よ
る
と
総
社
は
東
の
守
り
神
、
一
の
宮
は
西
の
守
り
神
と
理

解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
灯
台
の
あ
る
と
こ
ろ
が
那
久
岬
で
あ
る
。
灯
台
の
下
の
磯
は

岩
だ
け
で
な
く
石
浜
と
な
っ
て
お
り
、
磯
遊
び
に
も
つ
て
こ
い

の
磯
で
あ
る
。
お
代
わ
り
を
し
た
貝
の
汁
は
「
カ
メ
ノ
テ
（
亀
の

手
）
」
で
あ
る
。
石
灰
質
の
殻
を
も
つ
固
着
動
物
、
三
、
四
独
．
で
、

甲
殻
類
、
フ
ジ
ツ
ボ
目
ミ
ョ
ウ
ガ
ガ
イ
科
に
分
類
さ
れ
る
。
岩
礁

の
割
れ
目
に
群
生
し
て
、
亀
の
手
に
似
て
い
る
。
殻
の
中
の
肉
は

食
用
と
な
り
、
殻
の
ま
ま
吸
い
物
に
す
る
と
絶
品
で
、
隠
岐
で
は

吸
い
物
の
最
高
品
で
あ
る
。

　
「
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を
持
っ
た
運
び
や
さ
ん
は
山
林
持
ち
の

村
の
若
旦
那
」
、
阿
部
圭
次
氏
で
あ
る
。
鳥
取
高
等
農
林
（
現
・

鳥
取
大
学
）
卒
、
後
に
旧
都
万
村
村
長
と
な
る
。
那
久
岬
を
末
端

と
す
る
横
尾
（
よ
こ
お
）
山
系
の
海
岸
部
の
山
林
は
ほ
と
ん
ど
阿

部
氏
の
も
の
、
職
業
に
就
い
た
の
は
、
一
年
間
、
母
校
の
中
学
で

理
科
、
英
語
、
体
育
の
講
師
を
し
た
だ
け
で
あ
る
。
音
楽
と
ス

ポ
ー
ツ
を
愛
し
て
悠
々
自
適
の
生
涯
で
あ
っ
た
。
ま
た
従
兄
弟

に
俳
人
が
い
る
。
辻
桃
子
主
宰
の
俳
誌
『
童
子
』
の
編
集
長
、
安

部
元
気
氏
で
、
辻
桃
子
の
夫
で
あ
る
。
那
久
岬
で
育
っ
た
少
年
は
、

今
も
少
年
の
心
を
持
つ
俳
人
で
あ
る
。

　
美
林
で
「
村
は
裕
福
に
見
え
た
」
と
あ
る
が
、
そ
の
通
り
で
、

村
人
の
一
人
は
大
蔵
省
参
事
官
と
い
う
高
級
官
僚
に
ま
で
昇
り

つ
め
た
。
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
は
、
当
時
、
隠
岐
に
は
、
こ
の
一
隻

だ
け
で
あ
っ
た
。
「
ザ
・
ガ
ー
ド
マ
ン
」
の
隠
岐
ロ
ケ
が
あ
っ
た

時
に
は
、
貸
与
の
お
願
い
が
あ
り
、
那
久
岬
か
ら
西
郷
港
へ
入
っ

た
時
、
「
宇
津
井
健
と
間
違
え
ら
れ
た
。
」
と
阿
部
氏
は
笑
っ
て
お

ら
れ
た
。

　
「
髭
だ
ら
け
の
漁
師
は
酒
と
潮
で
あ
ら
あ
ら
し
く
灼
け
て
い

た
が
、
歌
を
唄
う
と
透
る
い
い
声
を
し
て
い
た
」
安
部
守
正
氏
で

あ
る
。
隠
岐
雪
解
俳
句
会
幹
事
（
当
時
、
西
郷
小
学
校
教
頭
）
で

那
久
出
身
の
増
本
春
蘭
は
源
義
た
ち
に
、
こ
の
漁
師
は
若
い
頃

は
、
ア
ラ
フ
ラ
海
で
真
珠
貝
採
り
の
潜
水
夫
を
し
て
い
た
と
説

明
を
し
た
と
い
う
。
安
部
氏
の
従
姉
妹
の
主
人
が
真
珠
貝
採
り

の
船
会
社
を
東
京
で
経
営
し
て
い
た
。
三
味
線
、
尺
八
、
何
で
も

ご
ざ
れ
の
音
楽
通
で
、
彼
の
唄
っ
た
「
し
げ
さ
節
」
が
、
傷
心
の

旅
の
源
義
の
心
に
大
変
沁
み
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
源
義

は
、
赤
坂
の
料
亭
以
上
の
「
磯
の
宴
」
で
あ
っ
た
と
の
ち
に
回
想

し
て
い
る
。
　
若
旦
那
、
漁
師
、
宿
屋
の
主
人
、
共
に
、
那
久
の

雪
解
の
俳
人
仲
間
と
は
昵
懇
に
し
て
い
る
飲
み
仲
間
な
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
源
義
、
素
子
、
若
旦
那
、
漁
師
、
宿
屋
の
主
人
、

一
菜
、
春
蘭
、
皆
、
冥
界
に
入
ら
れ
た
。
源
義
、
素
子
も
特
別
な

関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
文
学

博
士
で
あ
り
、
俳
人
で
あ
り
、
社
長
で
も
あ
っ
た
源
義
を
中
心
と

し
た
「
磯
の
宴
」
の
ド
ラ
マ
は
、
後
世
に
伝
え
た
い
思
い
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
雲
丹
割
く
や
磯
の
流
木
ま
な
板
に
　
源
義
」
の
句
を

灯
台
の
下
の
磯
に
句
碑
と
し
て
建
立
し
た
い
と
い
う
の
が
、
筆

者
の
夢
で
あ
る
。
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石
原
　
八
束

　
大
正
八
年
、
山
梨
県
に
生
ま
れ
る
。
中
央
大
学
法
学
部
、
同
大

学
院
卒
業
。
昭
和
十
二
年
よ
り
飯
田
蛇
笏
に
師
事
。
二
十
一
年
よ

り
五
年
間
、
蛇
笏
主
宰
の
『
雲
母
』
を
編
集
。
三
十
六
年
『
秋
』

を
創
刊
、
の
ち
主
宰
と
な
っ
た
。
日
経
俳
壇
、
東
京
新
聞
俳
壇
選

者
。
詩
人
の
三
好
達
治
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
有
名
で
あ
っ

た
。
平
成
十
年
七
月
十
六
目
、
呼
吸
不
全
の
た
め
逝
去
、
七
十
九

歳
で
あ
っ
た
。

　
五
十
五
歳
の
時
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
四

日
間
、
隠
岐
島
内
を
吟
行
し
た
。
「
隠
岐
の
唱
」
三
十
六
句
を
巻

末
の
章
に
ま
と
め
た
第
六
句
集
『
黒
凍
み
の
道
』
を
昭
和
五
十
年

に
牧
羊
社
か
ら
出
版
し
、
昭
和
五
十
年
度
芸
術
選
奨
文
部
大
臣

賞
に
輝
い
た
。
筆
者
の
解
説
を
加
え
な
が
ら
、
そ
の
句
集
か
ら
句

を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
隠
岐
の
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ら
　
さ
　
で

　
　
　
　
　
　
袈
裟
が
け
に
神
等
去
出
の
雷
海
を
裂
く

　
石
原
八
束
夫
人
は
精
神
を
病
ん
で
い
る
と
は
、
東
京
神
田
の

俳
句
・
ロ
ッ
ク
専
門
古
書
店
「
文
献
書
院
」
の
ご
主
人
か
ら
伺
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
隠
岐
へ
渡
っ
た
翌
年
の
五
十
年
の
暮
れ
に
夫

人
は
逝
去
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
文
献
書
院
」
は
娘
さ

ん
が
ロ
ッ
ク
の
ほ
う
を
担
当
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
家
人
を
病
院
に
お
い
て
ひ
と
り
隠
岐
に
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
宿
世
断
つ
神
等
去
出
の
海
渡
り
け
り

　
野
見
山
朱
鳥
に
し
て
も
角
川
源
義
に
し
て
も
那
久
岬
、
壇
鏡

滝
を
訪
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
西
郷
港
か
ら
三
十
詩
位
離
れ

て
お
り
、
観
光
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
て
い
る
が
、
案
内
役
の
増
本
春

蘭
の
故
郷
で
あ
り
、
斉
藤
一
菜
が
住
ん
で
い
る
故
の
こ
と
だ
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
風
光
明
媚
さ
も
隠
岐
の
他
の
観
光
地
に
ま
さ

る
と
も
お
と
ら
な
い
場
所
で
も
あ
る
。
山
口
誓
子
も
昭
和
四
十

五
年
に
訪
れ
、
壇
鏡
神
社
に
は
平
成
四
年
六
月
二
十
七
日
に
建

立
さ
れ
た
「
捨
身
と
は
天
よ
り
瀧
の
落
つ
る
こ
と
　
誓
子
」
と
い

う
句
碑
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
い
　
き
た
お
き
に
し
　
　
　
　
　
　
な
　
　
ぐ
　
は
な

　
　
　
　
　
　
　
亥
北
沖
西
風
の
那
久
岬
怒
濤
か
な

　
　
　
　
　
　
　
隠
岐
枯
れ
て
空
の
波
紋
を
た
た
み
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
　
き
ょ
う
　
だ
に

　
　
　
　
　
　
　
黄
落
の
壇
鏡
漢
の
山
椒
魚

　
　
　
　
　
　
　
し
ぐ
れ
瀧
降
る
高
杉
の
壇
鏡
漢

　
石
原
八
束
、
小
早
川
蘇
宇
、
伊
藤
麦
城
、
増
本
春
蘭
、
山
下
通

勝
の
五
人
が
那
久
を
訪
れ
た
。
小
早
川
、
伊
藤
は
八
束
主
宰
、

「
秋
」
の
島
根
の
仲
間
、
増
本
、
山
下
は
「
雪
解
」
の
仲
間
で
、

山
下
は
境
港
出
身
で
西
郷
海
上
保
安
署
勤
務
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
後
都
万
村
、
斎
藤
一
菜
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
梁
黒
く
榾
火
に
光
り
て
客
五
人

　
旧
都
万
村
釜
谷
（
か
ま
や
）
地
区
に
あ
る
国
民
宿
舎
羽
衣
荘
に

八
束
が
一
泊
し
た
夜
、
小
句
会
が
催
さ
れ
た
。
五
、
六
人
の
句
会

で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
も
参
加
し
た
。
そ
の
折
り
、
八

束
が
、
「
こ
の
宿
の
側
に
あ
る
海
に
面
し
た
舟
小
屋
、
川
沿
い
の

舟
溜
ま
り
、
こ
こ
に
一
年
暮
ら
し
て
、
舟
小
屋
、
舟
溜
ま
り
の
春

夏
秋
冬
を
詠
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
ね
え
。
」
と
言
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
西
隠
岐
の
舟
小
屋
脇
の
残
り
菊
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い
　
き
た
に
し

　
　
　
　
　
　
舟
小
屋
の
屋
根
石
を
吹
く
亥
北
西
風

　
　
　
　
　
　
隠
岐
高
田
山
の
麓
の
稲
架
襖

　
　
　
　
　
　
柿
吊
る
す
隠
岐
都
万
村
の
舟
だ
ま
り

　
「
隠
岐
の
二
字
の
地
方
性
を
詠
ん
で
ほ
し
い
。
二
字
の
名
詞
は

日
本
語
の
基
本
だ
が
、
離
島
に
残
っ
て
い
る
。
タ
行
の
地
名
が
並

ん
で
い
る
の
が
面
白
い
と
思
っ
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
た
く
ぎ
　
　
つ
　
ど
　
　
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
蛸
木
・
津
戸
・
都
万
と
し
ぐ
れ
来
海
の
隠
岐

　
　
　
　
　
　
舟
小
屋
に
木
枯
の
星
並
び
け
り

　
　
　
　
　
　
大
満
寺
山
よ
り
時
雨
る
棚
田
刈
り

　
　
　
　
　
　
玉
若
酢
神
社
八
百
杉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ど
　
り
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
二
千
年
杉
の
寄
生
木
櫨
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
同
、
億
岐
家

　
　
　
　
　
　
う
ま
や

　
　
　
　
　
　
厩
鈴
二
つ
残
れ
り
隠
岐
し
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
隠
岐
国
分
寺
肚
木
枯
に
ま
か
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
流
人
墓
地
み
な
壊
え
を
り
鱒
起
し

　
　
　
　
　
　
島
後
最
北
端
　
二
句

　
　
　
　
　
　
そ
　
　
な

　
　
　
　
　
　
磯
馴
れ
松
の
白
島
崎
の
鰯
起
し

　
　
　
　
　
　
鰯
起
し
後
は
怒
濤
の
隠
岐
の
虹

　
　
　
　
　
　
島
前
中
の
島
　
七
句

　
　
　
　
　
　
行
在
所
阯
杉
落
葉
か
く
誰
な
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
「
蛙
鳴
く
か
り
田
の
池
の
夕
た
た
み
き
か
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
も
の
は
松
風
の
音
後
鳥
羽
院
」

　
　
　
　
　
　
後
鳥
羽
院
刈
田
の
池
の
木
の
葉
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
な
　
せ
　
　
　
ご
　
か
　
そ

　
　
　
　
　
　
落
葉
ふ
る
隠
岐
の
水
無
瀬
の
御
火
葬
塚

　
　
　
　
　
　
白
き
烏
賊
干
す
木
枯
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
烏
賊
五
百
干
し
て
月
さ
す
い
か
な
だ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）
烏
賊
な
だ
ら
は
烏
賊
干
場

　
　
　
　
　
　
隠
岐
の
月
ち
り
ち
り
寒
し
い
か
な
だ
ら

　
　
　
　
　
　
し
い
し
び

　
　
　
　
　
　
一
夜
干
の
一
夜
し
ぐ
る
る
い
か
な
だ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
島
前
西
ノ
島
　
九
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
　
が
　
　
　
な
ぎ

　
　
　
　
　
　
枯
れ
き
っ
て
国
賀
大
崩
崖
の
放
ち
牛

　
　
　
　
　
　
崖
の
上
の
黒
牛
の
群
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
崖
の
国
賀
冬
の
茜
を
海
に
張
る

　
　
　
　
　
　
絶
壁
の
国
賀
の
怒
濤
冬
日
落
つ

　
　
　
　
　
　
山
帰
来
流
人
の
島
に
波
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
雪
来
る
と
隠
岐
の
崖
肌
波
げ
む
る

　
　
　
　
　
　
た
く
　
ひ
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
焼
火
山
月
ふ
く
れ
き
ぬ
国
賀
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
　
ど

　
　
　
　
　
　
屋
並
よ
り
高
処
の
墓
地
や
隠
岐
の
雁

　
　
　
　
　
　
黒
猫
が
み
る
高
窓
の
か
ら
す
瓜

　
平
成
四
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
四
日
間
、
再
び
八
束
は
来
島

し
た
。
『
N
H
K
　
趣
味
百
科
　
俳
句
』
の
「
俳
句
紀
行
　
隠
岐

を
詠
む
」
の
取
材
旅
行
で
あ
っ
た
。
編
集
者
と
カ
メ
ラ
マ
ン
ニ
名

が
同
行
し
た
。

　
以
上
の
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
月
刊
の
ワ
ー
プ
ロ
印
刷
の

隠
岐
雪
解
俳
句
会
報
が
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。
幹
事
で
あ
っ

た
故
・
増
本
春
蘭
氏
の
作
成
の
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
写
真
と
と

も
に
、
編
集
後
記
は
隠
岐
俳
壇
史
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
江
市
立
女
子
高
校
非
常
勤
講
師
）
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